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備考：資材は3年使用出来るものとして計算

以上の結果から，ビニール区は，3尺ビニール・6尺　のトンネル栽培が有利であると思われる．

ビニールとも収量は多いが掛こ広巾の6尺ビニール利用

西瓜の肉質変化に関する研究について

柿　崎　正　策・相　沢　富　夫

（山　形　県　農　試）

1．日　　　　　的

西瓜栽培において年によりあるいは，収穫の時期によ

って西瓜の肉質が悪変し（通称コンニャクまたは血まわ

り）食用に適しない場合がしばしはある．そこでこれら

の原因を究明し栽培上の参考にするため，1957年山形県

農試において次のような試験を行った．

2．試験材料及び方法

供試品種は，新都で4月5日夕顔台に接木を行い，そ

の後本葉3枚時に1回仮植し，5月15日瞳rl16尺，疎開

2尺に定植（密植整枝栽培）した．

試験区はA：第1節目より第2香花着生節位まで摘集，

B：第2番果着生節位後20節摘葉．C：第2香花着生節

位を中心に20節摘秦，D：生育棉衰える程度に断根，

E：標準無処理，の5つの区をもうけ各区とも収穫目的

の第2番花が開花して25日日に処理を行った．

3・試　験　成　績

標準無処理のE区は，収量最も多く平均個重も1其500

匁以上あったが，他の区は1貫程度か，それ以下で掛こB

区及びC区は，個重も小さく従って収量も少なかった．
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肉質の窓変は収量調査の結果と同様，E区は最も少く

掻く僅少に現れた程度であったが，他の区は何れも全個

体に発生し，掛こC・D・B区は甚しかった．

悪変果ほ糖度少く食味はもちろん悪く，掛こ甚しく悪

変した巣は悪臭を放ち，果肉が腐敗していたものもあっ

た．

また，健全巣の肉色が朱紅色であるのに対し，悪変巣

はほとんど淡紫色か紫色または渡紅色に変し，健全巣に

較べて，皮は薄く果肉と皮の部分が判然と区別すること

が観察出来た．

1．考　　　　　察

以上の点から考察すると着果節位の前後の薬が果実の

肥大に最も大きく影野することは明らかなようであ■り，

肉質悪変の原因はいろいろ考えられるが，何れにしても

標準無処理区を除いた全区が全個体，しかも相当甚しく

悪変していることから考えて，一応摘葉や断板によって

同化養分の成生や移行が妨げられたり，あるいは植物自

体が弱った場合に悪変するもののようである．

農家が一般に栽培しておって，年によりあるいは収穫

の時期によって発生程度が異るということは，（イ），年に

よって炭痘病や，その他の病害の発生により被害の程度

が異るものと考えられる．また収穫時期による差は．圃

場一面に繁茂している竃を1～2番花の収穫時に踏み易

く，従って踏まれた先の蔓は生育が衰え，同化養分の生

成移行が妨げられ．果実の熟度進行が途中で止り，単に

祀算温度によってのみ着色するものと考えられる．

このような点から考え合せると，栽培管理上病害防除

と茎葉の取扱上に充分考慮すべき点があると思われる．

茄　半　身　萎　凋　病　に　つ　い　て

伊　藤　　　弘・木　村　和　夫

（山　形　県　農　試）

Verticilliumによる茄半身萎凋病について昭和29年以

降試験を行った結果の概要を報告する．

1．病　原　性

本病菌は土壌接種の場合播種・移植いづ九の場合も高

率の発病をみ強い病原性を示したが，一方茎に対する直

接接種では有傷接種のみ発病し，無傷接種では発病は認

められなかった．

2．菌の生理的性賓

1，温度との関係

温度と菌叢の発育との関係は第1表及び第2表のごと

くであり，本病菌は約50Cから約300Cの範囲で発育し，

適温は20～250Cであり，最適温度は22～23℃附近にある

ものと認められる．

第1表　温度と菌諾発育との関係（その一）
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第2表　温度と菌葉発育との関係（その二）
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